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9. 研究実績の概要

  消費者が選んだ好みのデザインの既製服が体型にフィットしない場合に、詳細な計測をすることなく、安価に早くカスタマイズする
「量産衣料のデジタル仮縫い工房」の開発を最終目標とする。消費者が店舗で選んだ衣服の標準体型用型紙をデジタルな手法で補正し
て、特定個人にフィットする型紙に変換し、衣服をカスタマイズすることを考えている。これまでに女性上半身の3次元形状を、衣服
設計に必要十分な情報をもつ簡略化した上半身モデル（簡略化上半身モデル）に置き換え、相同モデル化するプログラムを試作した。
これを用いて、成人女性55名のデータより簡略化上半身モデルを生成し、主成分分析して個人差をあらわす特徴軸を調べた。この研究
を発展させて型紙が補正できるしくみを作りたい。本研究では簡略化上半身モデルを２次元展開し、型紙操作の基本となるベーシック
パターンモデルを作成するシステムを作りたい。
　今年度は以下の３点について検討した。
　１.上述の簡略化上半身モデルを用いて、これをどのような切り方で２次元展開すると、３次元の体型との関連がわかりやすく、再
現性が高い展開図が生成できるか、その方法を検討した。
　２.展開図を相同モデル化してベーシックパターンモデルとするための、アルゴリズムを検討した。１で作成した展開図を一定のア
ルゴリズムで相同モデル化し、その形態特性を主成分分析して形態特性を調べることにより、展開図を相同モデル化して統計的に解析
することの妥当性を調べた、
　３.上述の簡略化上半身モデルは、20歳～35歳の女性を対象にしたものである。年齢層を広げ、体型のバリエーションを増やすため
、40歳代±2歳の日本人女性20名を対象に、人体の３次元形状計測（浜松ホトニクス社製ボディラインスキャナ使用）とマルチン法に
よる寸法計測を行った。計測場所は国立研究開発法人産業技術総合研究所、計測期間は2015年6月～8月である。
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